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　私は現在、ベンチャーキャピタリストとして投資ファンド

の運営や大学発ベンチャーへの経営支援をする傍ら、本

学の医学・工学・薬学系の博士課程学生向けに国際化や

産学連携推進、マネジメント教育のカリキュラムを担当す

る教員をしています。一見すると完全な「産業人」との印

象を持たれるかと思いますが、そんな私が新領域での 5

年間をかけて追いかけ続けたのは「カイコの染色体末端」

という非常に基礎的なテーマでした。本稿では過去と現

在の私のキャリアを繋ぐ「絹糸」をひも解いていきたいと

思います。

　私は先端生命科学専攻の大学院生募集が開始された

1999 年に入学した 1 期生でした。新領域という名前にふ

さわしく多くの学科の教員が参画し、スタート時の高揚感

や混沌とした雰囲気をよく覚えています。学生と教員間の

交流も深かったうえ、「能動的アティテュード」が強く尊重

され、学生の意見も積極的に取り入れられました。いま思

えば教員も「どんなカリキュラムを提供すべきか」など、手

探りの状態だったのではないかと思います。多様なバック

グラウンドをもつ教員

や学生と連携する「学

融合」の機会を得た

のはその後のキャリア

形成にも大きな影響を

与えました。

　新領域での私の研

究活動の全ては、鱗

翅目昆虫であるカイコ

の染色体に存在する

転移因子に向けられま

した。私はその中で、染色体末端にあるテロメアという部

分の反復した DNA 配列を切断する酵素を世界で初めて

単離することに成功しました。生命棟の誰よりも頻繁に

出入りをしていた RI 室内で、その活性を見出した

時の感動は今でも忘れられません。幸い

にして 5 年間で共著を含めて4 報の論文を

発表できましたが、国内外での学会発表や論文発

表によって培われた研究者とのネットワークは今でも貴重

な財産です。

　私の恩師で、現在も同専攻で蝶やカイコといった昆虫

の研究に従事しておられる藤原晴彦先生は成果の応用展

開にも積極的で、私も常に自分のテーマの実用化を視野

に研究を行い、時には産学連携のプロセスに関与するこ

ともありました。「基礎的な研究領域

から生まれた技術の種こそが世界を

驚かせる成果へと結実しうる」という

ことを実感する一方、実用化の過程

には産業界との言語の違い、資金や

人材の問題など数多くの課題がある

事を肌で感じました。この経験は私が

「大学発の技術を事業化する触媒に

なって、基礎研究者が自身の研究に専念できる環境を作

ること」を自分のライフワークに定める大きなきっかけにな

りました。

　産学連携の触媒となるべく、卒業後に外資系経営コン

サルティング会社の門を叩き、現在は大学発ベンチャーと

いう現場で泥まみれになりながら、新領域で得たサイエン

スの感動や産学連携の現場の雰囲気を少しでも学生に伝

えるべくカリキュラムの構築に当たっています。10 年前、

大学院生として先端生命科学専攻という新たな教育の試

みに立ち会った私は、いま教員の立場で「学融合」、そし

て「能動的アティテュード」の重要性を深く噛みしめる日々

です。
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クレタ島の国際学会場からエーゲ海を望む
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１期生による検見川合宿での
スポーツ大会

　平成 21 年 9 月学位記授与式が平成 21

年 9 月 30 日（水）に柏図書館メディアホー

ルで開催されました。修士課程 34 名、博

士課程 23 名は、大和研究科長より1 人ず

つ学位記を授与されました。続いて大和研

究科長の式辞の後、伊藤副研究科長、浅

井情報生命科学専攻長から祝辞をいただ

きました。修了生はいままでの苦労が報わ

れ感激した様子でした。また、平成 21 年

10 月入学式が 10 月1日（木）に同会場で

開催されました。大和研究科長の式辞の

後、上田副研究科長、味埜環境学研究系

長から祝辞をいただきました。修士課程

46 名、博士課程 44 名の新入生は期待と

不安の入り混じった様子でしたが、みんな

一様に目が輝いていました。今後の新領域

の発展の一翼を担う人材に育って欲しいも

のです。
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